
高
適
「
自
漠
渉
黄
河
途
中
作
十
三
首
」
に
つ
い
て
一
「
吉
上
の
直
門
」
補
稿
1

 
川
 
 
口
 
 
喜
 
 
治

目
。
ω
げ
貯
霞
口
内
〉
ぐ
く
＞
O
d
d
ロ
一

 
論
者
は
以
前
に
、
高
価
の
漠
上
（
潮
水
の
ほ
と
り
）
の
別
業
寓
居
に
つ
い
て
、

別
業
の
位
置
・
別
業
経
営
の
様
相
・
寓
居
の
時
期
・
獲
得
と
い
う
土
地
を
選
択
し

た
理
由
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
時
期
の
文
学
を
特
に
交
遊
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
 

い
う
視
点
か
ら
検
討
し
た
。

 
本
稿
は
、
そ
の
と
き
紙
幅
の
都
合
で
概
要
の
み
に
触
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
「
自

 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
た

漠
渉
黄
河
途
中
作
（
漠
自
り
黄
河
を
渉
る
途
中
の
作
）
十
三
首
」
（
以
下
「
自
走
渉

黄
河
」
詩
と
略
称
）
に
つ
い
て
紹
介
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
「
自
漠
渉
黄
河
」
詩
が
制
作
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
前

稿
に
譲
る
こ
と
と
し
、
い
ま
ご
く
簡
単
に
述
べ
る
と
、
高
適
は
第
一
次
葡
北
行
を

終
え
た
あ
と
、
開
元
二
一
二
年
（
七
三
五
）
に
長
安
に
赴
き
制
科
を
受
験
す
る
も
落

第
し
、
そ
の
年
あ
る
い
は
翌
年
か
ら
漠
上
の
別
業
に
寓
居
し
始
め
る
。
こ
れ
は
隠

棲
の
よ
う
な
か
た
ち
で
も
あ
っ
た
が
、
一
方
で
、
漠
上
が
王
侯
・
貴
族
・
高
級
官

僚
な
ど
の
有
力
者
と
の
交
遊
機
会
が
多
い
土
地
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
高
子

は
、
こ
の
時
期
に
も
政
界
の
有
力
者
へ
の
パ
イ
プ
や
科
挙
受
験
の
た
め
の
推
薦
を

求
め
て
、
い
わ
ゆ
る
就
職
活
動
を
続
け
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

 
た
だ
、
前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
漠
上
に
お
け
る
就
職
活
動
は
さ
ほ
ど
成
果

が
あ
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
高
嶺
は
塁
上
寓
居
を
数
年
で
切
り
上
げ
、
春
水
を

経
て
黄
河
を
渉
っ
て
南
岸
の
滑
台
（
滑
州
の
治
所
・
白
馬
県
（
河
南
省
滑
県
付
近
）

の
州
城
）
に
至
り
、
そ
の
後
住
み
慣
れ
た
宋
州
へ
戻
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
と
き
の
行

程
で
作
ら
れ
た
の
が
、
「
自
漢
渉
黄
河
」
詩
で
あ
る
。

 
な
お
、
漠
水
は
、
山
西
省
陵
川
県
あ
た
り
を
源
に
東
流
し
、
河
南
省
鶴
壁
市
の

南
方
で
南
に
向
か
い
、
当
時
の
永
済
渠
と
い
う
運
河
と
交
差
し
て
当
時
の
黄
河
に

入
っ
て
い
た
比
較
的
短
い
河
川
で
あ
り
、
黄
河
の
流
れ
が
南
に
下
が
り
そ
れ
と
合

流
し
て
い
な
い
点
を
除
け
ば
、
現
在
も
そ
の
流
れ
を
ほ
と
ん
ど
変
え
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
高
適
の
別
業
の
位
置
は
、
滑
台
を
黄
河
の
対
岸
に
の
ぞ
む
衛
州

衛
県
県
城
の
付
近
で
、
漠
水
に
臨
み
、
田
野
や
桑
林
が
見
渡
せ
る
山
の
ふ
も
と
に

在
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
で
は
、
「
自
学
渉
黄
河
」
詩
の
紹
介
に
う
つ
る
。

 
ま
ず
本
稿
で
は
前
稿
同
様
、
孫
欽
善
『
高
山
集
校
注
』
（
一
九
八
四
年
、
上
海
古
籍
出
版

社
）
を
底
本
と
す
る
。

 
「
自
漢
渉
黄
河
」
詩
は
、
全
部
で
十
三
首
。
但
し
孫
氏
『
校
注
』
の
底
本
で
あ

る
明
覆
宋
刊
本
『
高
常
蚕
糞
十
巻
』
（
北
京
図
書
館
蔵
・
論
者
未
見
）
や
、
そ
の
系

統
に
あ
る
四
部
叢
刊
本
『
高
常
侍
集
八
巻
』
（
巻
二
）
は
、
十
二
首
と
す
る
。
一

方
、
別
系
統
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
『
全
唐
詩
』
（
巻
二
一
二
）
に
は
一
首
多
く
十
三

首
を
載
せ
る
。
前
者
に
な
い
一
首
は
、
後
者
の
第
十
三
首
で
あ
り
、
孫
氏
『
校
注
』

は
、
『
全
唐
詩
』
や
、
第
十
三
首
を
含
め
て
連
作
の
内
の
五
首
を
「
自
無
熱
黄
河
五
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（
2
）

首
」
な
る
題
で
載
せ
る
『
文
苑
英
華
』
（
巻
二
九
二
）
な
ど
か
ら
、
こ
れ
を
補
い
十

 
 
 
 
 
 
（
3
）

三
首
と
し
て
い
る
。
な
お
論
者
が
使
用
し
た
中
華
書
局
影
印
本
『
英
華
』
が
五
首

を
載
せ
る
巻
は
宋
版
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
前
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
彰
蘭
「
高
適
系
年
考
証
」
（
『
文
史
』
三
、
一
九

六
一
二
年
）
と
劉
開
揚
『
竃
湯
詩
集
編
年
箋
註
』
（
一
九
八
一
年
、
中
華
書
局
）
は
、
十
三
首
を

制
作
順
に
配
列
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
彰
氏
に
よ
れ
ば
、
高
適
は
別
業
を
離

れ
た
後
、
漠
水
を
進
み
、
黄
河
に
入
っ
て
北
に
下
っ
て
滑
台
に
至
り
、
次
に
黄
河

を
南
に
鄭
州
榮
黒
砂
（
河
南
省
鄭
州
山
北
）
付
近
ま
で
遡
っ
て
来
た
、
と
す
る
。

劉
氏
も
そ
れ
を
襲
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
彰
氏
・
華
氏
の
配
列
に
従

い
十
三
首
を
紹
介
し
て
ゆ
く
が
、
同
時
に
そ
の
配
列
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
た

い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
さ
て
彰
氏
・
劉
氏
に
よ
る
十
三
首
の
配
列
は
、
数
字
の
み
を
示
せ
ば
、
一
・
二
・

十
二
・
八
・
三
・
四
・
九
・
五
・
十
・
十
一
・
六
（
同
氏
は
連
作
よ
り
除
外
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
の
ち
に
検
討
す
る
。
）
・
七
・
十
三
と
な
っ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
4
）

 
で
は
順
に
作
品
を
掲
げ
る
。

 
其
一

 
1
川
上
常
極
目
、
2
世
情
今
已
閑
。
3
墨
型
帯
落
日
、
4
征
難
中
長
山
。

 
5
親
友
若
雲
胃
、
6
首
里
不
可
墓
。
7
於
菰
任
所
憶
、
8
浩
蕩
風
波
間
。

 
（
1
川
上
 
常
に
目
を
極
め
、
2
世
情
 
今
 
已
に
閑
な
り
。
3
去
帆
 
落
日

 
 
を
帯
び
、
4
征
路
 
長
山
に
随
う
。
5
親
友
 
雲
害
の
若
く
、
6
望
む
渇
け

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
か
な

 
 
れ
ど
も
肇
つ
る
可
か
ら
ず
。
7
弦
に
お
い
て
憾
う
所
に
任
せ
、
8
浩
蕩
た
り

 
 
 
風
波
の
間
。
）

一
句
目
、
「
川
上
」
は
漠
水
の
ほ
と
り
（
の
別
業
）
。
そ
こ
で
い
つ
も
「
極
目
（
目

路
の
と
ど
く
限
り
眺
め
る
）
」
し
た
の
は
、
様
々
な
感
情
が
入
り
混
じ
っ
て
の
こ
と

 
 
 
 
ら
 

で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
敦
燈
本
『
高
機
詩
集
残
巻
』
（
P
3
8
6
2
）
が
「
自
警

渉
河
途
中
作
」
と
題
し
て
其
一
の
み
を
収
め
、
「
常
極
目
」
を
「
恒
濁
立
」
に
作
る

の
を
採
っ
た
と
し
て
も
、
か
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
二
句
目
の
「
世
情
（
世
俗
的

な
感
情
）
」
は
、
こ
こ
で
は
官
職
に
就
き
ひ
い
て
は
栄
達
富
貴
を
手
に
し
ょ
う
と
す

る
意
志
で
あ
る
が
、
い
ま
や
そ
れ
は
「
已
閑
（
お
さ
ま
っ
て
し
ま
っ
た
）
」
で
あ
る

と
い
う
。
富
貴
寓
居
前
の
長
安
応
試
落
第
と
寓
居
中
の
就
職
活
動
の
失
敗
を
踏
ま

え
て
の
措
辞
と
考
え
ら
れ
る
。
三
句
目
の
「
去
帆
」
は
高
適
の
乗
る
舟
。
そ
れ
が

寂
實
た
る
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
の
は
、
失
意
の
旅
立
ち
で
あ
る
こ
と
を
示
そ

う
。
し
か
も
そ
の
道
の
り
は
長
く
続
く
山
並
み
に
視
界
を
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
明

る
く
開
け
た
も
の
で
は
な
い
。
五
・
六
句
目
、
官
途
に
就
い
て
い
る
友
人
た
ち
に

追
い
つ
く
方
途
が
今
は
な
い
こ
と
を
い
う
。
末
二
子
、
「
於
薙
」
は
気
持
ち
の
切
り

替
え
を
示
し
、
心
の
欲
す
る
ま
ま
風
波
の
中
に
旅
立
つ
こ
と
を
う
た
う
。
「
浩
蕩
」

は
行
く
手
が
あ
て
ど
な
い
こ
と
と
、
自
ら
の
気
持
ち
が
解
き
放
た
れ
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
、
「
風
波
」
は
文
字
通
り
船
旅
の
風
と
波
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
か
ら
境
遇

が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
を
い
お
う
。
全
体
と
し
て
、
出
発
に
際
し
、
再
起
に
対
す

る
強
い
意
志
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

 
其
ニ

 
一
清
農
浸
中
流
、
2
羽
族
漏
汀
渚
。
3
黄
鵠
何
庭
來
、
4
昂
藏
寡
傳
侶
。

 
5
飛
鳴
無
人
見
、
6
飲
啄
壼
得
所
。
7
雲
漢
爾
故
知
、
8
胡
爲
不
輕
墨
。

 
（
1
清
里
 
中
流
に
涯
か
び
、
2
羽
族
 
汀
渚
に
満
つ
。
3
黄
鵠
 
翼
下
よ
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

 
 
か
來
た
る
、
4
昂
藏
 
傳
侶
些
し
。
5
飛
鳴
 
人
の
見
る
無
く
、
6
単
組

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ん
す

 
 
壼
に
所
を
得
ん
や
。
7
築
垣
 
爾
が
故
知
な
り
、
8
胡
爲
れ
ぞ
 
下
掛
せ
ざ

 
 
る
。
）

「
羽
族
（
鳥
）
」
が
、
み
ぎ
わ
や
中
洲
と
い
っ
た
居
る
べ
き
と
こ
ろ
を
得
て
群
が
る

の
に
対
し
て
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
飛
来
し
た
「
黄
鵠
（
お
お
と
り
）
」
は
、
「
昂

藏
（
意
気
盛
ん
）
」
だ
が
連
れ
だ
つ
友
が
い
な
い
。
孤
高
な
指
樽
は
、
も
ち
ろ
ん
高

上
自
身
の
形
象
で
あ
り
、
飛
ん
だ
り
鳴
い
た
り
し
て
も
誰
か
ら
も
注
目
さ
れ
ず
、

水
を
飲
み
餌
を
つ
い
ば
む
場
所
さ
え
も
お
ぼ
つ
か
な
い
と
い
う
の
は
、
当
然
、
自

己
の
才
能
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
比
喩
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
羽
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高適「自漠渉黄河途中作十三首」について一「漠上の高適」補稿一

族
を
、
才
能
・
実
力
も
な
い
の
に
そ
の
場
所
を
得
て
い
る
小
人
た
ち
の
形
象
と
よ

む
こ
と
も
で
き
よ
う
。
末
二
黒
は
、
二
言
の
居
る
べ
き
（
そ
の
才
能
を
発
揮
す
べ

き
）
場
所
は
実
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
な
の
で
は
な
く
、
遥
か
に
高
い
と
こ
ろ
で
あ
る

は
ず
だ
と
い
う
、
自
己
へ
の
激
励
。
一
首
は
自
ら
の
不
遇
の
状
況
を
鳥
に
託
し
て

描
い
て
は
い
る
が
、
鳥
に
託
し
た
失
意
の
表
現
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
「
垂
翼
」

「
垂
翅
」
と
い
う
視
点
か
ら
の
描
写
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
、
高
宮
ら
し
い
強
い
意

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

志
の
存
在
を
看
取
で
き
よ
う
。

 
其
十
二

 
 
 
 
 
 
平
川
に
入
り
、
 
 
 
 
 
復
た
柳
垂
る
。
3
遙
か
に
看
る
 
魏

 
 
 
 
 
 
4
突
兀
た
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
業
の
時
、
6
前
壷

 
 
 
角
い
て
奔
走
す
。
 
 
 
 
 
何
ぞ
電
遭
な
る
や
、
8
濁
り
立
つ
 
風
塵

 
 
 
さ
き

 
 
の
首
。
9
傲
を
傳
え
て
糸
倉
を
墾
げ
、
1
0
兵
を
擁
し
て
呑
口
に
屯
す
。
1
1
連

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
ら

 
 
螢
 
一
百
萬
、
1
2
六
合
有
す
る
可
き
が
如
し
。
1
3
項
に
方
ぶ
れ
ば
 
終
に

 
 
比
肩
し
、
1
4
階
を
齪
し
て
 
將
に
手
を
假
さ
ん
と
す
。
1
5
力
孚
 
固
よ
り
侍

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
 
し

 
 
み
難
し
、
1
6
驕
戦
 
易
ぞ
能
く
久
し
か
ら
ん
。
1
7
若
鳥
 
薫
曹
を
學
べ
ば
、

 
 
1
8
功
名
 
當
に
不
朽
な
る
べ
し
。
）

三
・
四
句
目
、
前
に
見
え
る
山
の
「
後
（
す
そ
）
」
に
高
く
そ
び
え
る
墓
の
主
「
魏

公
」
は
、
李
密
。
階
末
群
雄
の
ひ
と
り
で
、
蝪
帝
の
大
業
九
年
（
六
＝
二
）
に
挙

兵
。
唐
の
高
祖
・
重
層
に
降
る
も
、
謀
反
が
発
覚
し
て
殺
さ
れ
た
。
「
前
山
」
は
『
奮

唐
土
』
（
巻
五
三
）
渋
墨
傳
に
「
葬
干
黎
陽
山
南
五
里
」
と
あ
る
の
で
、
黎
陽
山
で

あ
る
。
黎
陽
山
は
、
黄
河
北
岸
の
三
州
黎
骨
壷
（
河
南
省
軍
扇
）
の
南
に
位
置
す

る
。
つ
ま
り
高
適
は
、
素
水
を
下
り
黄
河
に
合
流
し
た
あ
と
、
黄
河
を
滑
台
の
方

1
朝
景
入
平
川
、

5
重
詰
大
業
時
、

9
替
得
墾
赦
倉
、

13

?
n
終
比
肩
、

17

瘻
数
菇
n
曹
、

（
1
朝
景

 
公
の
墓
、

 
あ
ら
そ

2
川
三
二
垂
柳
。
3
遙
看
函
嶺
墓
、
4
突
兀
前
山
後
。

6
撃
雄
角
奔
走
。
7
伊
人
何
薄
端
、
8
馬
立
風
塵
首
。

10

i
兵
二
世
口
。
1
1
連
螢
一
百
萬
、
1
2
六
合
如
可
有
。

14

?
K
將
假
手
。
1
5
三
徳
固
二
輪
、
1
6
驕
戦
易
能
久
。

18
�
ｼ
當
不
朽
。

 
 
 
 
2
川
長
く

 
 
 
 
前
山
の
後
。
5
憶
う
 
昔

 
 
 
こ

 
 
7
伊
の
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

へ
下
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
い
ま
厳
耕
望
氏
に
よ
る
唐
代
の
交
通
図
を
た
よ
り

に
す
る
と
、
滑
台
の
下
流
に
黎
陽
県
が
あ
り
、
ま
た
黎
耳
垂
の
対
岸
に
白
馬
津
関

が
あ
り
そ
こ
か
ら
滑
台
へ
陸
路
が
続
い
て
い
る
の
で
、
高
適
は
い
っ
た
ん
滑
台
を

通
り
過
ぎ
て
白
馬
津
関
で
上
陸
し
、
そ
こ
か
ら
陸
路
滑
台
へ
向
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

 
さ
て
一
・
二
句
目
に
「
平
川
」
「
川
長
」
と
あ
る
の
は
、
支
流
の
鴬
唇
で
は
な

く
、
黄
河
に
相
応
し
い
描
写
で
あ
る
。
九
・
十
句
目
に
つ
い
て
は
、
李
密
傳
に
「
大

業
十
三
年
春
、
密
與
（
奮
）
譲
領
精
兵
千
人
出
陽
城
北
、
喩
方
山
、
自
羅
口
襲
興

洛
倉
、
破
之
。
…
…
嚢
於
是
善
誘
爲
主
、
號
爲
魏
公
。
…
…
於
是
城
洛
ロ
周
 
四

十
里
以
居
之
。
…
…
密
復
下
 
洛
倉
而
嫁
之
、
大
叢
薄
塾
、
以
逼
東
都
、
傍
落
書

以
移
郡
縣
日
、
…
…
」
と
あ
る
。
九
句
目
の
「
敷
倉
」
は
李
密
の
事
跡
に
は
見
え

な
い
。
史
実
と
し
て
は
、
句
の
「
傳
激
」
と
伝
の
「
作
臆
断
移
郡
縣
」
が
対
応
す

る
こ
と
か
ら
、
伝
の
「
 
洛
倉
」
か
。
 
洛
倉
は
「
洛
口
」
（
河
南
省
輩
県
東
北
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
8
）

近
く
の
 
皇
城
（
河
南
省
輩
県
西
北
）
に
あ
っ
た
。
な
お
並
倉
を
詩
に
詠
み
込
ん

 
 
 
 
 
（
9
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

だ
理
由
は
待
考
。
ま
た
さ
ら
に
詮
索
す
る
な
ら
ば
、
十
句
目
の
「
洛
口
」
は
赦
倉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
 

と
の
対
応
か
ら
す
れ
ば
、
「
洛
岡
染
」
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。
洛
下
篇
は
伝
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
1
）

の
「
興
洛
倉
」
に
同
じ
で
あ
り
、
穀
倉
を
占
拠
す
る
こ
と
が
戦
略
的
に
極
め
て
重

要
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
続
く
四
句
、
李
密
の

勢
い
は
「
六
合
（
天
地
四
方
、
天
下
）
」
を
と
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
は
項

羽
と
比
肩
す
る
こ
と
が
で
き
、
階
を
混
乱
さ
せ
る
の
に
李
淵
に
手
を
貸
し
た
と
、

そ
の
功
績
を
讃
え
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
李
密
の
運
命
が
項
羽
と
同
じ
い
こ
と
を

も
示
し
て
い
よ
う
。
な
お
項
羽
の
名
が
出
る
の
は
、
伝
の
別
の
箇
所
に
見
え
る
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
2
）

李
密
が
『
漢
書
』
の
出
羽
伝
を
耽
読
し
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
拠
ろ
う
。

十
五
・
六
句
目
、
成
功
を
収
め
る
に
は
力
だ
け
を
頼
り
に
し
て
い
て
は
い
け
な
い

と
い
う
の
は
、
司
馬
遷
が
項
羽
を
「
自
県
功
伐
、
奮
其
私
智
而
不
尽
古
、
謂
覇
王

之
業
、
欲
以
力
石
二
者
天
下
、
五
年
卒
亡
其
國
、
身
死
東
城
、
尚
詳
覧
籍
而
不
自

責
、
過
 
。
」
（
『
史
記
』
巻
七
・
項
羽
本
紀
）
と
評
し
た
の
を
受
け
よ
う
。
末
二

一 45 一



山口県立大学国際文化学部紀要 第10号（2004）

句
、
李
密
が
劉
邦
の
功
臣
と
し
て
歴
史
に
名
を
と
ど
め
た
瀟
何
・
黒
金
に
学
ん
で

い
た
な
ら
、
李
淵
に
帰
順
し
た
あ
と
ま
た
叛
し
て
殺
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の

名
を
不
朽
の
も
の
と
で
き
た
の
に
と
惜
し
ん
で
い
る
。
ま
た
伝
に
は
李
密
が
魏
公

を
名
乗
る
以
前
、
楊
玄
感
と
起
こ
し
た
叛
乱
に
失
敗
し
て
潜
伏
し
て
い
た
時
の
五

言
詩
を
載
せ
、
そ
の
末
尾
に
は
「
奨
噌
市
井
徒
、
薫
何
刀
筆
吏
。
一
朝
時
運
會
、

千
古
傳
名
誰
。
寄
言
世
上
雄
、
虚
生
眞
可
憶
。
」
と
あ
り
、
末
二
句
が
こ
れ
を
踏
ま

え
て
い
る
な
ら
ば
、
李
密
は
壷
皿
を
讃
え
な
が
ら
も
肝
要
な
部
分
を
学
ん
で
い
な

か
っ
た
と
い
う
意
味
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
な
お
末
二
句
は
、
山
内
春
夫
氏
が
杜

牧
の
詠
史
詩
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
「
史
実
を
仮
定
の
上
に
た
っ
て
捉
え
、

起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
空
想
し
期
待
す
る
逆
説
の
詠
史
詩
」
の
手
法
に
似
通
う

 
 
 
 
 
 
（
1
3
）

点
で
も
興
味
深
い
。

 
其
八

 
1
薙
川
霧
悠
遡
、
2
雲
口
無
前
後
。
3
古
堰
封
河
濡
、
4
長
林
出
漠
口
。

 
5
濁
行
餌
壷
意
、
6
東
向
日
已
下
。
7
憂
來
海
景
知
、
8
甲
羅
鱒
酵
母
。

 
 
 
こ
 
 
 
 
 
 
ま
さ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぜ
ん

 
（
1
藪
の
川
 
方
に
悠
遡
、
2
雲
沙
 
前
後
無
し
。
3
古
身
 
河
濡
に
興
し
、

 
 
4
長
林
 
言
口
よ
り
出
づ
。
5
平
行
は
吾
が
意
に
あ
ら
ず
、
6
東
向
 
日
に

 
 
 
 
 
 
 
 
う
れ
え
き
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ば
ら
く

 
 
已
に
久
し
。
7
憂
來
り
て
 
誰
か
知
る
を
得
ん
や
、
8
且
く
鱒
中
の
酒
を

 
 
酌
ま
ん
。
）

一
句
目
は
、
黄
河
が
「
方
に
（
今
や
、
今
は
じ
め
て
）
」
果
て
し
な
く
広
が
り
続
く

様
を
見
せ
は
じ
め
た
情
景
を
描
い
て
い
よ
う
。
二
句
目
、
孫
氏
『
校
注
』
は
、
「
空

の
雲
と
砂
質
が
先
を
競
っ
て
伸
び
て
ゆ
き
、
前
方
も
後
方
も
、
地
平
線
で
交
じ
り

あ
っ
て
い
る
（
天
意
岸
沙
競
相
延
伸
、
百
分
前
後
、
會
合
於
天
喜
）
。
」
と
説
き
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
4
）

『
漢
語
大
詞
典
』
「
雲
沙
」
の
項
も
こ
の
語
釈
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
。
三
句

目
、
「
古
堰
」
は
、
曹
操
が
建
安
九
年
（
二
〇
四
）
に
漠
水
の
口
に
栃
と
い
う
木
で

 
 
 
（
1
5
）

築
い
た
堰
。
「
河
嬬
」
は
川
べ
り
の
土
地
。
五
句
目
の
「
濁
行
」
は
、
高
捲
詩
に
は

こ
こ
を
あ
わ
せ
て
五
例
見
ら
れ
、
四
例
が
い
ず
れ
も
自
ら
の
失
意
・
不
遇
の
ひ
と

り
旅
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を
「
吾
が
意
に
あ
ら
ず
」
と
自
己
確
認
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
6
）

直
々
に
表
現
す
る
の
は
高
適
ら
し
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
末
句
、
そ
の
憂
さ
を

酒
で
は
ら
し
て
終
わ
る
。
な
お
詩
の
配
列
に
つ
い
て
、
漠
水
を
出
て
黄
河
の
下
流

に
あ
る
滑
台
に
向
か
う
水
路
で
は
、
こ
の
詩
の
四
句
目
の
「
漠
（
水
）
口
」
が
其
十

二
の
魏
公
墓
が
あ
る
黎
陽
山
よ
り
上
流
に
位
置
す
る
の
で
、
其
八
は
其
十
二
の
前

に
置
く
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 
其
三

 
1
野
人
頭
粛
白
、
2
與
我
忽
々
訪
。
3
手
持
青
竹
竿
、
4
日
暮
漢
水
上
。

 
5
錐
老
美
容
色
、
6
錐
貧
二
半
放
。
7
釣
魚
三
十
年
、
8
中
心
無
所
向
。

 
（
1
野
人
 
頭
 
蓋
く
白
し
、
2
我
に
忽
ち
相
訪
ぬ
。
3
手
に
青
竹
の
竿
を
持

 
 
つ
、
4
日
暮
 
漠
水
の
上
。
5
老
ゆ
と
錐
も
容
色
美
し
く
、
6
貧
し
と
錐
も

 
 
亦
た
閑
放
な
り
。
7
釣
魚
 
三
十
年
、
8
中
心
 
向
う
と
こ
ろ
無
し
。
）

「
野
人
（
在
野
の
隠
者
・
知
識
人
）
」
と
の
交
流
の
う
た
う
。
六
句
目
「
閑
放
」

は
、
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
ず
自
由
自
在
な
こ
と
。
末
句
の
「
向
（
追
い
求
め
る
）
」

は
、
こ
こ
で
は
世
俗
的
な
名
利
を
追
求
す
る
こ
と
。
総
じ
て
野
人
の
処
世
に
対
す

る
評
価
は
直
接
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
連
作
の
他
の
作
品
が
自
己
の
所
懐
を
叙
す

る
な
か
で
、
こ
の
作
品
は
、
突
き
は
な
し
た
よ
う
な
第
三
者
的
描
写
に
徹
し
て
い

る
の
が
特
徴
と
い
え
る
。
そ
れ
が
か
え
っ
て
高
適
の
、
隠
逸
行
為
に
対
す
る
本
質

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
7
）

的
な
共
感
の
薄
さ
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
と
こ
ろ
で
こ
の
詩
は
、
四
句
目
に
よ
る
と
、
野
人
が
高
適
の
別
業
を
訪
れ
た
と

解
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
な
る
と
「
自
漠
渉
黄
河
途
中
作
」
と
い
う

詩
題
と
齪
酷
を
来
た
す
。
連
作
の
一
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
旅
路
の
途
中
に
野
人
が

訪
ね
て
き
た
と
解
す
る
し
か
あ
る
ま
い
（
待
考
）
。
た
だ
そ
う
す
る
と
漠
水
で
の
作

品
で
あ
る
の
で
、
其
八
・
十
二
の
前
に
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
其
四

 
1
南
登
滑
豊
山
、
2
提
燈
河
漠
間
。
3
行
樹
爽
流
水
、
4
孤
城
封
遠
山
。

 
5
念
薙
川
路
闊
、
6
羨
爾
沙
鴎
閑
。
7
長
想
別
離
庭
、
8
猶
無
音
信
還
。

 
（
1
親
し
て
滑
毫
の
上
に
登
り
、
2
却
っ
て
河
漠
の
間
を
望
む
。
3
行
樹
 
流
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ひ
ろ

 
 
水
を
済
み
、
4
孤
城
 
遠
山
に
封
ず
。
5
薙
の
川
路
の
吝
き
を
念
い
、
6
爾

 
 
ら
沙
鴎
の
罪
な
る
を
羨
む
。
7
長
く
別
離
の
庭
を
想
え
ど
も
、
8
猶
お
音
信

 
 
の
還
る
無
し
。
）

滑
州
の
止
所
・
白
馬
県
に
到
着
し
た
後
の
作
。
滑
台
は
、
そ
の
州
城
（
ロ
白
馬
県

城
）
。
『
元
和
郡
縣
夜
嵐
』
（
五
八
）
河
南
道
上
・
滑
州
・
白
馬
縣
に
「
州
城
、
鋤
骨

滑
憂
城
。
城
有
三
重
、
又
有
都
城
、
周
二
十
里
。
相
傳
面
目
無
公
所
築
小
城
、
昔

滑
台
爲
塁
、
後
人
増
長
爲
城
、
其
高
峻
堅
瞼
。
臨
河
亦
有
壷
。
…
…
」
と
あ
り
、

州
城
は
か
な
り
高
い
場
所
に
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
漠
水
が
黄
河
に
合
流
す
る
あ
た

り
を
望
ん
で
う
た
う
。
初
め
に
「
面
し
て
」
と
い
う
の
は
滑
台
が
黄
河
の
南
岸
に

あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
詳
し
く
は
其
十
二
で
述
べ
た
よ
う
に
白
馬
津
か
ら
陸
路
滑

台
へ
南
下
し
た
こ
と
を
示
そ
う
。
三
・
四
句
目
、
「
行
樹
」
は
並
び
続
い
て
い
る
樹

木
、
「
孤
城
」
は
至
適
の
別
業
あ
た
り
の
ま
ち
、
す
な
わ
ち
毒
筆
城
を
指
す
と
思
わ

れ
る
。
し
て
み
る
と
「
遠
山
」
は
、
前
稿
で
扱
っ
た
「
漠
上
別
業
」
（
五
七
頁
）
に

「
依
依
西
山
下
、
別
業
字
林
邊
。
」
と
あ
る
「
西
山
」
か
。
な
お
『
文
苑
英
華
』
で

は
「
孤
城
」
を
「
孤
村
」
に
作
り
、
そ
れ
に
従
う
な
ら
ば
孤
村
は
黄
河
沿
岸
の
村

と
な
ろ
う
か
。
六
句
目
の
「
沙
鴎
」
は
自
由
・
気
ま
ま
の
象
徴
。
そ
れ
を
羨
む
の

は
、
詩
人
の
意
識
が
既
に
世
俗
へ
と
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
。

五
句
目
は
、
下
句
の
沙
鴎
の
呑
気
さ
に
対
し
て
自
ら
の
前
途
の
用
事
さ
を
い
う
か

（
待
考
）
。
末
二
進
、
「
別
離
庭
」
は
こ
の
船
旅
の
出
発
地
、
す
な
わ
ち
下
上
の
別

業
。
そ
こ
か
ら
の
音
信
を
期
待
す
る
の
は
、
就
職
に
関
わ
る
何
ら
か
の
知
ら
せ
、

あ
る
い
は
別
業
の
親
類
・
知
人
か
ら
の
た
よ
り
を
待
っ
て
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

 
其
九

 
1
朝
從
北
岸
來
、
2
泊
船
南
河
濡
。
3
試
共
野
人
言
、
4
深
碧
農
夫
苦
。

 
5
去
秋
錐
薄
熟
、
6
今
夏
猶
未
雨
。
7
耕
転
日
勤
螢
、
8
租
税
兼
爲
函
。

 
9
園
二
面
蓼
落
、
1
0
産
業
不
足
敷
。
1
1
尚
有
献
親
心
、
1
2
無
因
見
明
主
。

 
 
 
 
 
 
 
よ

 
（
1
朝
に
北
岸
叢
り
論
り
、
2
船
を
南
河
の
濡
に
泊
む
。
3
試
み
に
野
人
と
共

 
 
に
言
え
ば
、
4
深
く
農
夫
の
苦
し
み
を
畳
ゆ
。
5
去
秋
 
熟
す
る
こ
と
薄
し

 
 
と
錐
も
、
6
今
夏
 
猶
お
未
だ
雨
ふ
ら
ず
。
7
耕
転
 
日
に
勤
螢
し
、
8
租

 
 
 
 
せ
き
ろ

 
 
税
 
爲
歯
を
兼
ぬ
。
9
墨
画
 
空
し
く
蓼
落
た
り
、
1
0
産
業
 
語
う
る
に
足

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
み
 
 
 
 
 
 
 
よ
し

 
 
ら
ず
。
1
1
尚
お
献
芹
の
心
有
れ
ど
も
、
1
2
明
主
に
見
ゆ
る
に
因
無
し
。
）

ま
ず
詩
の
配
列
で
あ
る
が
、
冒
頭
遺
句
の
黄
河
の
北
岸
か
ら
南
岸
に
着
い
た
と
の

描
写
か
ら
、
少
な
く
と
も
滑
台
に
到
着
し
て
い
る
其
四
よ
り
前
に
置
か
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
。
三
・
四
句
目
は
、
「
野
人
（
在
野
の
知
識
人
）
」
か
ら
農
民
の
苦
し
み

を
聞
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
野
人
も
同
時
に
農
業
に
従
事
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
五
句
目
、
「
薄
熟
」
は
常
套
の
語
彙
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
少
し
は
み
の
り
が
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
、
日
照
り
の
続

く
中
、
日
々
勤
労
す
る
が
、
苛
酷
に
も
「
爲
歯
（
塩
分
が
多
く
痩
せ
た
土
地
）
」
に

も
租
税
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
を
い
う
。
九
・
十
句
目
、
畑
の
野
菜
は
努
力
の
甲
斐

な
く
出
来
が
悪
く
、
「
産
業
（
生
活
維
持
の
た
め
の
な
り
わ
い
）
」
も
言
う
に
足
り

な
い
有
様
で
あ
る
。
末
二
句
は
、
農
民
の
代
弁
者
と
も
い
う
べ
き
野
人
が
、
凶
作

に
も
か
か
わ
ら
ず
な
お
「
献
芹
（
わ
ず
か
な
も
の
で
も
献
上
す
る
）
」
の
気
持
ち
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
8
）

あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
直
接
天
子
に
伝
え
る
す
べ
を
持
た
な
い
こ
と
を
い
う
。

 
と
こ
ろ
で
入
谷
仙
介
博
士
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て
「
王
命
、
儲
光
義
と
は
別
の

観
点
か
ら
農
民
に
対
し
た
詩
人
」
と
し
て
高
邑
を
位
置
づ
け
、
「
王
績
か
ら
王
維
に

と
展
開
し
て
き
た
田
園
詩
の
、
杜
甫
、
白
居
易
的
な
社
会
詩
へ
の
脱
皮
の
過
程
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
9
）

跡
づ
け
る
上
で
、
重
要
な
意
義
を
持
つ
。
」
と
つ
と
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

野
人
・
農
民
が
不
作
と
重
税
を
嘆
き
な
が
ら
も
、
な
お
皇
帝
へ
の
献
身
を
忘
れ
て

い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
杜
甫
・
白
居
易
の
社
会
詩
が
民
衆
の
惨
状
を
追
求
し

て
描
く
の
と
は
違
っ
て
お
り
、
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
関

係
も
あ
り
、
そ
の
指
摘
だ
け
に
と
ど
め
た
い
。

 
其
五

 
1
東
入
王
河
水
、
2
荘
荘
汎
紆
直
。
3
北
三
太
行
手
、
4
峨
峨
半
天
色
。

 
5
山
河
相
映
帯
、
6
乳
価
未
可
測
。
7
自
昔
有
賢
才
、
8
相
逢
不
相
識
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
つ

 
（
1
東
し
て
黄
河
の
水
に
入
り
、
2
 
荘
 
紆
直
に
汎
か
ぶ
。
3
北
の
か
た
太
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行
山
を
望
べ
ば
、
4
峨
峨
た
り
 
半
天
の
色
（
峨
峨
と
し
て
天
色
に
半
ば
す
）
。

 
 
5
山
河
 
相
対
帯
し
、
6
深
淺
 
未
だ
測
る
可
か
ら
ず
。
7
昔
よ
り
賢
才
有

 
 
り
、
8
相
逢
う
も
相
識
ら
ず
。
）

彰
氏
は
滑
州
の
作
、
劉
氏
・
孫
氏
は
と
も
に
其
四
同
様
滑
台
に
登
っ
て
の
作
品
と

す
る
。
ま
た
劉
氏
は
二
句
目
の
「
汎
」
を
「
在
滑
白
装
黄
河
涯
流
（
水
が
流
れ
る
）
」

と
解
す
る
。
確
か
に
中
間
四
句
の
風
景
は
、
高
所
か
ら
の
眺
望
と
も
思
え
る
。
た

だ
そ
う
な
る
と
一
句
目
は
「
東
に
入
る
（
流
れ
て
ゆ
く
）
黄
河
の
水
」
と
訓
む
こ

と
に
な
ろ
う
が
、
少
し
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
三
里
は
『
太
平
簑

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
0
）
 
 
 
 
・
 
・
 
・
 
…

宇
記
』
（
巻
九
）
河
南
道
九
・
滑
州
・
白
馬
縣
の
「
述
征
記
云
、
挙
手
毫
髪
、
西
北

へ
 
ヘ
 
ヘ
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
 

望
太
戸
山
、
白
鹿
巖
・
王
函
嶺
冠
活
間
山
表
也
。
」
と
い
う
記
述
を
三
句
目
に
関
連

づ
け
て
、
滑
州
・
滑
台
の
作
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
説
得
力
に
欠
け
よ
う
。
こ

こ
は
訓
読
に
示
し
た
よ
う
に
解
し
、
劇
詩
か
ら
、
果
て
し
な
く
広
が
る
曲
直
た
る

黄
河
に
出
た
と
き
の
作
と
す
る
。
し
て
み
る
と
配
列
は
、
其
八
・
十
二
の
前
と
な

ろ
う
。
ま
た
中
間
四
句
は
、
北
の
か
た
空
の
半
分
を
占
め
る
ほ
ど
雄
大
な
太
甲
山

を
、
黄
河
に
涯
か
ん
で
望
ん
だ
風
景
で
あ
る
と
し
て
も
問
題
な
か
ろ
う
。
一
首
、

自
然
の
雄
大
さ
が
計
り
知
れ
な
い
よ
う
に
、
賢
才
を
識
る
こ
と
は
難
し
い
、
と
唐

突
に
終
わ
る
。
こ
れ
は
や
は
り
、
詩
人
の
自
負
と
そ
の
才
能
を
見
抜
け
る
人
物
が

い
な
い
と
い
う
不
遇
の
現
況
を
示
し
て
い
よ
う
。

 
其
十

 
1
荘
荘
濁
河
注
、
2
懐
古
千
三
濱
。
3
禺
功
本
署
達
、
4
漢
跡
方
因
循
。

5
攻
徳
表
革
氾
、
6
野
阜
胡
不
仁
。
7
渤
濡
重
圏
防
、

9
天
子
忽
驚
悼
、
1
0
從
官
皆
負
薪
。
1
1
番
築
壼
無
謀
、

13

髢
[
今
安
在
、
1
4
高
岸
空
士
絢
。
1
5
早
行
手
風
濡
、

17

｢
並
歌
軽
子
、
1
8
感
慨
濁
愁
人
。

 
 
 
 
 
 
 
 
な
が

（
1
 
荘
と
し
て
濁
河
当
れ
、
2
懐
古

 
 
 
 
 
 
ま
さ

 
達
、
4
墨
跡
 
方
に
因
循
す
。
5
攻
奪
 
昔

 
 
 
 
 
ぼ
つ
け
つ

 
な
る
や
。
7
渤
濡
 
擁
壁
を
陵
ぎ
、
8
東
郡

8
東
郡
多
悲
辛
。

12

F
濤
如
有
神
。

16
ﾔ
樟
將
間
断
。

河
濱
に
臨
む
。
3
禺
功
 
本
よ
り
諮

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ん

 
 
 
湧
氾
、
6
凋
夷
 
胡
ぞ
不
仁

 
 
 
多
く
悲
題
す
。
9
天
子
 
忽

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
ん
ち
く

 
 
ち
驚
悼
し
、
1
0
從
官
 
皆
野
を
負
う
。
1
1
番
築
 
量
に
無
謀
な
ら
ん
や
、
1
2

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ず
く

 
 
祈
濤
 
神
有
る
が
如
し
。
1
3
宣
房
 
今
 
安
に
か
在
る
、
1
4
高
岸
 
空
し
く

 
 
り
ん
し
ゅ
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

 
 
燐
絢
た
り
。
1
5
我
が
行
 
風
濡
に
倦
み
、
1
6
樟
を
綴
め
て
 
將
に
津
を
問
わ

 
 
ん
と
す
。
1
7
空
し
く
提
子
を
傳
え
歌
う
、
1
8
感
慨
 
濁
り
人
を
愁
え
し
む
。
）

ま
ず
、
本
稿
の
底
本
孫
氏
『
校
注
』
（
従
っ
て
そ
の
底
本
も
）
や
そ
の
系
統
の
四
部

叢
刊
本
、
ま
た
『
全
唐
詩
』
で
は
、
末
四
句
を
、
次
に
配
列
さ
れ
る
其
十
一
の
冒

頭
四
句
と
し
て
い
る
。
一
方
、
底
本
と
別
系
統
の
テ
ク
ス
ト
の
う
ち
論
者
が
目
賭

可
能
な
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
『
高
常
量
質
』
（
巻
三
）
で
は
、
右
に
掲
げ
た
通
り
と

 
 
 
 
（
2
2
V

な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
文
苑
英
華
』
は
、
こ
の
詩
は
採
ら
な
い
が
其
十
一
を
五
首

の
う
ち
の
第
四
首
と
し
て
載
せ
、
そ
こ
で
は
問
題
の
四
句
を
冒
頭
に
配
し
て
い
な

い
。
つ
ま
り
四
庫
全
書
本
と
同
様
、
其
十
一
は
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
「
孟
夏
」
の

句
か
ら
は
じ
ま
る
計
吟
句
か
ら
な
る
。
ま
た
劉
氏
『
箋
注
』
は
四
部
叢
刊
本
を
底

本
と
し
な
が
ら
も
、
右
に
掲
げ
た
よ
う
に
区
切
っ
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
十
七
句

目
が
内
容
的
に
上
と
つ
な
が
り
、
ま
た
十
六
句
目
の
韻
字
「
津
」
が
次
の
其
十
一

の
二
句
目
の
韻
字
「
津
」
と
重
複
し
な
く
な
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
、
本
稿
底
本

の
卑
下
『
校
注
』
に
は
従
わ
ず
、
右
に
掲
げ
た
通
り
と
す
る
。

 
さ
て
三
・
四
句
目
、
禺
の
治
水
の
功
績
は
も
と
よ
り
極
め
て
偉
大
で
あ
り
、
漢

の
治
水
跡
も
そ
れ
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
と
歌
い
、
以
下
具
体
的
に
、
宇
戸
の

黄
河
の
決
壊
と
武
帝
に
よ
る
治
水
を
う
た
う
。
こ
れ
は
『
史
記
』
（
巻
二
九
）
河
渠

書
の
以
下
の
記
述
に
基
づ
く
で
あ
ろ
う
。
「
漢
興
三
十
九
年
、
孝
文
担
桶
河
塩
酸

喪
、
東
潰
金
堤
、
於
尊
号
郡
大
興
卒
母
型
。
其
後
四
十
有
理
年
、
今
天
子
（
武
帝
）

元
光
之
中
、
早
朝
決
於
瓠
子
、
東
南
注
母
野
、
通
尊
墨
・
沼
。
於
是
天
子
使
汲
賠
・

鄭
當
時
興
人
徒
塞
之
、
輯
復
壊
。
…
…
自
河
心
瓠
子
後
二
十
鯨
歳
、
基
因
畳
敷
不

登
、
而
梁
楚
之
地
尤
甚
。
天
子
既
封
暉
巡
祭
山
川
、
其
明
年
、
旱
、
乾
封
横
雨
。

天
子
乃
平
平
仁
・
郭
昌
七
軒
敷
萬
人
組
瓠
早
藤
。
於
是
天
子
已
用
事
萬
里
沙
、
則

還
自
立
決
河
、
沈
白
馬
玉
壁
干
河
、
令
塁
臣
從
官
自
爆
軍
已
下
皆
負
薪
實
決
河
。

是
時
東
表
革
草
、
以
故
塁
柴
少
、
而
下
漠
園
之
竹
以
爲
槌
。
天
子
既
臨
河
魚
、
悼
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功
之
不
成
、
乃
作
歌
日
、
瓠
子
決
分
將
奈
何
、
…
…
蹄
奮
養
分
神
哉
浦
、
不
封
輝

分
安
濃
外
。
憲
章
謂
河
伯
分
何
不
仁
、
浸
濫
麗
質
分
愁
吾
人
。
…
…
於
是
卒
塞
瓠

子
、
築
宮
其
上
、
名
宣
房
宮
。
而
道
河
北
行
二
渠
、
復
禺
奮
 
、
而
梁
・
楚
之
地

復
寧
、
無
水
災
。
」

 
五
句
目
の
「
玄
徳
」
は
こ
こ
で
は
水
の
こ
と
（
『
易
』
説
卦
傳
「
吹
真
水
也
、
正

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
3
）

北
方
之
卦
也
。
」
「
富
里
水
。
」
）
。
六
句
目
の
「
凋
夷
」
は
河
伯
（
『
廣
雅
』
繹
天
「
河

伯
、
謂
之
凋
夷
。
」
）
で
河
の
神
。
こ
の
句
は
右
の
記
事
中
の
武
帝
の
歌
辞
に
基
づ

く
。
七
・
八
句
目
、
「
渤
濡
」
は
水
の
沸
き
た
つ
さ
ま
。
「
東
郡
」
は
漢
代
の
郡
で
、

治
所
は
撲
陽
（
河
南
省
漢
陽
県
南
）
、
そ
の
北
に
黄
河
が
決
壊
し
た
場
所
・
瓠
子
が

あ
る
。
ま
た
唐
代
の
滑
台
（
白
馬
県
）
は
漢
の
東
郡
の
領
域
内
に
位
置
し
、
撲
陽

の
西
南
。
十
句
目
「
從
官
負
薪
」
は
右
に
引
い
た
記
事
に
見
え
る
。
次
の
「
三
指
」

は
土
を
盛
っ
て
運
ぶ
ふ
ご
と
土
を
つ
き
固
め
る
杵
、
つ
ま
り
土
木
作
業
の
道
具
で

あ
る
が
、
右
の
記
事
や
同
様
の
記
事
を
載
せ
る
『
漢
書
』
（
巻
二
九
）
魚
油
志
に
番

築
の
こ
と
は
見
当
た
ら
な
い
。
十
二
句
目
は
祈
濤
（
と
そ
の
結
果
）
が
神
が
か
り

で
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
。
十
三
句
目
、
「
宣
房
」
は
治
水
成
功
後
そ
こ
に
建
て
ら
れ

た
宮
殿
。
十
五
句
目
は
水
の
旅
路
が
「
風
位
（
風
や
急
流
）
」
に
苦
し
め
ら
れ
た
こ

と
を
い
う
。

 
詩
全
体
と
し
て
は
、
い
に
し
え
の
偉
大
な
皇
帝
に
よ
る
治
水
事
業
の
成
功
を
記

念
す
る
宮
殿
が
時
の
流
れ
に
失
わ
れ
、
た
だ
そ
の
時
の
皇
帝
の
歌
だ
け
が
伝
わ
っ

て
い
る
だ
け
と
い
う
典
型
的
な
懐
古
の
詩
と
い
え
よ
う
が
、
歌
が
朽
ち
ず
に
伝
わ

っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
詩
歌
に
対
す
る
詩
人
の
肯
定
的
価
値
観
が
垣
間
見

ら
れ
る
。
な
お
詩
の
配
列
は
、
滑
台
あ
た
り
に
ま
つ
わ
る
故
事
が
歌
わ
れ
て
お
り
、

ま
た
十
五
・
六
句
目
よ
り
滑
台
到
着
前
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
其
九
の
あ

た
り
に
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
其
十
一

 
1
孟
夏
事
様
肥
、
2
穰
半
長
長
津
。
3
翼
農
有
時
節
、
4
田
野
無
閑
人
。

 
5
臨
水
押
漁
樵
、
6
望
山
懐
隠
倫
。
7
誰
能
去
京
洛
、
8
額
頸
封
風
塵
。

 
（
1
孟
夏
 
桑
葉
肥
え
、
2
穰
陰
 
長
津
を
爽
む
。
3
慧
農
 
時
節
有
り
て
、

 
 
4
田
野
 
閑
人
無
し
。
5
水
に
臨
み
て
漁
樵
に
押
れ
、
6
山
を
望
み
て
隠
倫

 
 
を
懐
う
。
7
誰
か
能
く
京
洛
に
置
き
、
8
顧
些
し
て
風
塵
に
封
せ
ん
。
）

前
半
は
初
夏
の
農
事
や
養
蚕
が
繁
忙
の
時
期
に
入
っ
た
こ
と
を
う
た
う
。
二
句
目
、

「
穰
陰
」
は
常
套
の
語
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
こ
ご
こ
で
は
桑
の
木
が
欝
蒼
と
茂

っ
て
い
る
様
子
を
い
い
、
そ
れ
が
「
長
津
（
長
い
河
川
）
」
の
両
岸
に
続
い
て
い
る

こ
と
を
い
う
。
後
半
は
、
山
水
で
の
隠
者
の
生
活
に
対
す
る
思
い
と
、
そ
れ
と
は

正
反
対
の
「
京
洛
（
洛
陽
。
こ
こ
で
は
ひ
ろ
く
長
安
も
指
そ
う
）
」
で
の
「
風
塵
（
官

途
を
中
心
と
す
る
世
俗
の
生
活
）
」
へ
の
嫌
悪
が
う
た
わ
れ
る
。
連
作
中
、
何
時
の

作
で
あ
る
か
決
め
手
に
欠
け
る
が
、
前
半
に
桑
林
と
養
蚕
（
前
稿
（
上
）
参
照
）

が
描
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
隠
逸
へ
の
思
い
が
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
二
九
の

干
ば
つ
に
よ
る
農
業
不
振
の
内
容
と
は
こ
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
漠
上
の
別
業

近
く
に
お
け
る
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
漠
上
で
の
作
品
が
連
作
に
誤
っ
て
混
入
し

た
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
前
述
の
よ
う
に
『
文
苑
英
華
』
に
も
採
ら
れ
て
お
り
、

こ
こ
で
は
連
作
の
一
つ
と
見
倣
す
。
な
ら
ば
、
こ
の
旅
の
出
発
直
後
の
作
品
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
後
半
四
句
か
ら
は
、
漠
上
の
別
業
生
活
に
お
け
る
脱
俗
性

を
慕
い
つ
つ
も
、
そ
こ
を
離
れ
て
旅
立
と
う
と
す
る
が
、
世
俗
の
極
み
と
も
い
う

 
 
み
や
こ

べ
き
京
都
は
避
け
た
い
と
い
う
、
複
雑
な
心
境
が
読
み
取
れ
よ
う
。

 
其
六

 
1
秋
日
生
身
壷
、
2
壷
高
秋
已
暮
。
3
猫
行
既
未
憾
、
4
懐
土
帳
無
趣
。

 
5
晋
宋
何
藷
條
、
6
完
胡
散
馳
驚
。
7
當
時
無
戦
略
、
8
此
地
即
位
戌
。

 
9
兵
革
徒
自
邸
、
1
0
山
河
敦
云
固
。
1
1
事
事
喜
臨
眺
、
1
2
慰
物
墨
絵
寓
。

 
1
3
個
恨
落
日
前
、
1
4
瓢
翻
遠
帆
庭
。
1
5
北
風
吹
萬
里
、
1
6
南
雁
不
知
敷
。

 
1
7
蹄
意
方
浩
然
、
1
8
雲
沙
更
 
互
。

 
（
1
秋
日
 
滑
墓
に
登
り
、
2
壷
高
く
 
秋
已
に
暮
れ
ぬ
。
3
猫
行
 
既
に
未

 
 
 
か
な

 
 
だ
適
わ
ず
、
4
国
土
 
恨
と
し
て
趣
無
し
。
5
奮
宋
 
何
ぞ
瀟
條
た
る
、
6

 
 
 
 
ほ
し
い
ま
ま

 
 
苑
胡
 
散
に
馳
号
す
。
7
當
時
 
戦
略
無
く
、
8
此
地
 
即
ち
鮎
並
と
な
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い
た
ず
ら

 
 
る
。
9
兵
革
 
徒
自
に
勤
め
、
1
0
山
河
 
敦
か
固
し
と
云
う
。
1
1
聞
に
乗
じ

 
 
て
臨
眺
を
喜
び
、
1
2
物
に
感
じ
て
遊
寓
を
傷
む
。
1
3
個
恨
落
日
の
前
、
1
4

 
 
二
曲
 
並
立
の
庭
。
1
5
北
風
 
萬
里
よ
り
吹
き
、
1
6
南
雁
 
敷
を
知
ら
ず
。

 
 
1
7
下
意
 
方
に
浩
然
た
り
、
1
8
雲
沙
更
に
 
増
す
。
）

一
・
二
句
目
の
描
写
と
十
六
句
目
に
「
南
雁
（
南
に
帰
る
雁
）
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
秋
分
を
す
ぎ
て
秋
も
後
半
に
入
っ
た
頃
に
滑
台
に
登
っ
て
の
作
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
三
句
目
は
、
先
の
其
八
に
「
濁
行
は
吾
が
意
に
あ
ら
ず
」
と
あ
っ
た

が
、
そ
の
失
意
の
「
愚
行
」
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
。
つ
ま

り
こ
れ
は
、
滑
台
に
お
い
て
何
ら
か
の
就
職
活
動
を
行
っ
た
の
だ
が
（
前
里
（
下
）

参
照
）
、
成
果
が
あ
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
失
意
の
状
態
で
あ
る

以
上
、
四
句
目
、
「
懐
土
（
故
郷
を
お
も
う
）
」
も
冷
然
と
し
て
喜
び
な
き
も
の
と

な
っ
て
し
ま
う
。

 
次
に
、
五
句
目
の
「
奮
宋
」
は
東
晋
と
劉
宋
。
六
句
目
は
、
永
嘉
の
乱
以
降
、

華
北
の
五
胡
十
六
国
時
代
・
北
魏
の
時
代
を
指
す
。
七
・
八
句
目
、
こ
の
時
代
南

朝
側
に
優
れ
た
戦
略
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
本
来
な
ら
ば
中
原
地
帯
で
あ
る
べ
き

滑
台
が
ほ
か
な
ら
ぬ
国
境
線
（
最
前
線
）
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
華

北
の
地
を
回
復
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。
続
く
二
句
、
北
伐
と
い
う
軍
事
行

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
4
）

動
に
結
果
が
出
ず
、
山
河
も
堅
固
な
自
然
の
要
害
と
な
り
え
な
か
っ
た
こ
と
を
い

う
。
こ
の
言
句
は
滑
台
に
ま
つ
わ
る
懐
古
を
う
た
う
。

 
な
お
こ
こ
に
詠
ま
れ
た
こ
と
に
当
た
る
よ
う
な
記
事
を
、
試
み
に
『
資
治
通
鑑
』

奮
紀
十
二
（
巻
九
十
）
か
ら
宋
紀
十
六
（
巻
＝
二
四
）
つ
ま
り
東
土
・
劉
宋
部
分

 
 
 
 
 
 
（
2
5
）

で
調
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
ず
東
晋
の
太
元
八
年
（
三

八
三
）
、
華
北
を
制
圧
し
た
豊
艶
が
東
晋
を
攻
撃
す
る
も
肥
水
の
戦
い
で
大
敗
を
喫

し
、
翌
九
年
、
東
晋
は
北
伐
し
て
河
南
を
制
し
洛
陽
を
奪
還
す
る
が
、
そ
の
際
に

滑
台
も
占
拠
し
て
い
る
（
巻
一
〇
五
）
。
な
お
東
宿
軍
は
翌
十
年
に
撤
退
。
ま
た
前

秦
の
大
敗
に
よ
っ
て
華
北
は
ふ
た
た
び
混
乱
状
態
に
陥
る
。
次
に
隆
安
二
年
（
三

九
八
）
慕
容
徳
が
滑
台
に
お
い
て
燕
（
南
燕
）
を
名
乗
っ
た
が
、
翌
年
、
配
下
の

将
軍
・
符
広
が
反
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
滑
台
は
北
魏
の
手
に
落
ち
て
し

ま
う
（
巻
一
一
〇
・
一
）
。
ち
な
み
に
拠
り
所
の
滑
台
を
失
っ
た
南
燕
は
、
の
ち
に

広
固
（
山
東
省
溝
博
市
東
）
に
拠
っ
て
国
を
維
持
す
る
が
、
義
煕
六
年
（
四
一
〇
）

に
、
劉
裕
の
北
伐
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
。
次
に
義
煕
十
二
年
、
劉
裕
に
よ
る
北

伐
の
時
、
東
晋
の
王
徳
徳
の
水
軍
が
滑
台
を
攻
め
、
北
魏
の
尉
建
は
滑
台
を
棄
て

て
逃
れ
た
（
巻
＝
七
）
。
な
お
翌
年
、
劉
裕
は
長
安
を
陥
れ
、
後
言
を
滅
ぼ
し
、

さ
ら
に
永
初
元
年
（
四
二
〇
）
帝
位
に
つ
く
（
劉
宋
）
。
永
初
三
年
、
北
魏
の
璽
斤

ら
が
滑
台
を
急
襲
し
て
攻
め
落
と
し
、
劉
宋
の
王
学
度
は
滑
台
を
棄
て
て
逃
が
れ
、

滑
台
は
再
び
北
魏
の
手
に
落
ち
て
し
ま
う
（
巻
＝
九
）
。
文
帝
の
元
嘉
七
年
（
四

三
〇
）
、
文
帝
は
河
南
回
復
の
た
め
下
穿
攻
撃
を
到
彦
之
・
王
仲
徳
ら
に
命
ず
る
。

北
魏
は
軍
略
上
一
度
滑
台
を
放
棄
し
、
滑
台
は
劉
宋
の
手
に
戻
る
が
、
北
魏
は
再

び
滑
台
を
攻
撃
す
る
。
翌
八
年
、
北
魏
の
安
頷
・
司
馬
楚
之
が
滑
台
を
攻
め
落
と

す
（
巻
一
二
一
・
二
）
。
な
お
こ
の
年
、
北
魏
は
、
野
中
全
域
を
占
領
す
る
。
以
後

ず
っ
と
、
滑
台
は
月
月
の
領
有
と
な
る
。
な
お
し
ば
ら
く
し
て
、
元
嘉
二
十
七
年

の
北
伐
に
お
い
て
、
直
中
軍
が
滑
台
を
攻
め
た
が
、
魏
に
撃
退
さ
れ
て
し
ま
う
（
巻

一
二
五
）
。

 
さ
て
詩
に
戻
っ
て
、
十
二
句
目
、
「
遊
寓
」
は
他
郷
に
宿
る
生
活
。
十
六
句
目
、

寒
い
季
節
を
迎
え
て
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
雁
が
、
南
方
、
つ
ま
り
心
地
よ
き
と

こ
ろ
へ
と
帰
っ
て
ゆ
く
の
を
見
て
、
十
七
句
目
、
高
適
も
故
郷
へ
帰
る
気
持
ち
を

つ
の
ら
せ
る
。
「
方
に
」
と
あ
る
の
は
、
雁
に
触
発
さ
れ
て
、
就
職
活
動
の
う
ま
く

い
か
な
い
こ
の
土
地
を
去
る
決
心
が
「
い
ま
は
じ
め
て
」
つ
い
た
と
い
う
気
持
ち

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
飛
ぶ
雁
を
数
え
切
れ
な
い
と
す
る
の
は
迫
力
の
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
6
）

る
表
現
で
あ
り
、
ま
た
珍
し
い
と
も
思
わ
れ
る
。
最
後
の
十
八
句
目
、
其
八
に
も

「
雲
沙
 
前
後
無
し
」
と
あ
っ
た
「
雲
沙
」
（
空
の
雲
と
黄
河
の
砂
岸
）
が
、
こ
こ

で
は
「
 
互
（
う
ね
う
ね
め
ぐ
り
混
じ
り
あ
う
）
」
し
、
帰
途
の
遙
け
さ
を
強
調
し

て
い
よ
う
。
な
お
高
適
の
帰
る
先
は
生
ま
れ
故
郷
で
は
な
く
、
長
い
間
寓
居
し
て

い
た
上
州
の
宋
城
を
意
識
し
て
い
よ
う
。
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な
お
劉
氏
『
箋
注
』
は
二
六
を
こ
こ
に
置
く
が
、
蓋
置
「
考
証
」
は
連
作
が
全

て
夏
の
景
を
描
写
す
る
中
で
こ
の
作
品
だ
け
が
秋
の
景
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

だ
け
を
連
作
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
し
か
し
其
十
一
で
見
た
よ
う
に
漠
上
を
初
夏

に
出
発
し
て
滑
台
に
至
り
、
滑
台
に
秋
の
く
れ
頃
ま
で
就
職
活
動
の
た
め
に
滞
在

し
た
と
考
え
て
も
よ
か
ろ
う
。
た
だ
連
作
の
ひ
と
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
滑
台
到
着

後
し
ば
ら
く
時
間
が
た
っ
て
の
作
で
あ
り
、
そ
の
点
で
「
自
漠
渉
黄
河
途
中
作
」

と
い
う
詩
題
と
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
が
、
い
ま
は
連
作
の
中
に

数
え
る
こ
と
と
す
る
。

 
其
七

 
1
齪
流
自
盛
遠
、
2
筒
耳
時
一
望
。
3
遙
見
楚
漢
城
、
4
崔
鬼
面
山
上
。

 
5
天
道
昔
未
測
、
6
人
心
無
所
向
。
7
屠
釣
稻
侯
王
、
8
龍
蛇
孚
覇
王
。

 
9
緬
懐
多
重
鐵
、
1
0
顧
此
増
雷
雨
。
1
1
聖
代
休
甲
兵
、
1
2
吾
其
塩
鮪
放
。

 
 
 
 
 
 
こ
こ

 
（
1
齪
流
 
薙
自
り
遠
く
、
2
撮
に
止
り
て
時
に
一
望
す
。
3
遙
か
に
楚
漢
城

 
 
 
 
 
 
 
 
さ
い
か
い

 
 
を
見
れ
ば
、
4
崔
鬼
た
る
高
山
の
上
な
り
。
5
天
道
 
昔
 
未
だ
測
ら
ず
、

 
 
6
人
・
1
0
 
向
う
所
無
し
。
7
屠
釣
 
侯
王
を
稻
し
、
8
龍
蛇
 
覇
王
を
争
う
。

 
 
 
は
る

 
 
9
緬
か
に
殺
鐵
の
多
き
を
懐
い
、
1
0
此
れ
を
顧
み
て
増
ま
す
惨
愴
た
り
。
1
1

 
 
聖
代
は
甲
兵
を
休
む
、
1
2
吾
 
其
れ
閑
放
を
得
た
り
。
）

二
・
三
句
目
よ
り
、
高
適
は
「
楚
漢
城
」
を
そ
の
眼
に
遠
望
で
き
る
場
所
に
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
さ
て
そ
の
楚
漢
城
に
つ
い
て
彰
氏
「
考
証
」
は
、
『
元
和
郡
縣
圖

志
』
（
巻
足
）
河
南
道
導
・
鄭
州
・
榮
澤
縣
「
東
道
武
、
西
廣
武
二
城
、
各
在
一
山

頭
、
相
去
二
百
漫
歩
、
重
責
西
二
十
里
。
漢
高
祖
與
項
羽
倶
臨
廣
武
而
軍
、
今
東

城
有
高
壇
、
即
是
項
羽
坐
太
公
於
上
、
以
示
漢
軍
庭
。
」
に
よ
り
、
東
広
武
城
・
西

広
武
城
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
楚
漢
城
は
雨
意
県
（
鄭
重
市
北
）
西
に
あ
る
二
つ

の
山
の
頂
上
に
あ
る
城
の
総
称
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
楚
漢
城
の
比
定
は
以

後
の
諸
注
釈
も
こ
れ
を
襲
っ
て
い
る
。
ま
た
『
元
和
郡
縣
圖
志
』
に
相
当
す
る
記

事
を
『
史
記
』
（
時
無
）
項
羽
本
紀
と
三
家
注
で
見
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
漢

王
則
憲
兵
渡
河
、
復
取
成
皐
、
軍
骨
面
、
就
敷
詰
食
。
項
王
已
定
東
海
來
、
西
、

與
毒
忌
圧
痛
武
二
軍
、
相
座
敷
月
。
」
『
集
解
』
「
孟
康
日
、
於
榮
陽
築
爾
後
相
封
爲

廣
武
、
在
赦
倉
西
三
皇
山
上
。
」
『
正
義
』
「
境
地
志
云
、
東
出
武
、
西
廣
思
量
呂
州

榮
陽
姉
西
二
十
里
。
戴
延
之
西
征
記
者
、
三
皇
山
上
有
二
城
、
東
日
東
廣
武
、
西

日
西
廣
武
、
並
在
一
山
頭
、
相
盛
百
歩
。
命
取
從
廣
澗
中
東
南
流
、
題
字
無
水
。

城
重
罰
三
面
。
在
赦
倉
西
。
郭
縁
生
面
征
記
云
、
一
二
横
絶
島
過
、
名
日
直
武
。

相
封
皆
立
城
壷
、
経
籍
東
西
玄
武
。
」
な
お
『
漢
書
』
（
巻
一
上
）
高
帝
紀
上
・
『
資

治
通
鑑
』
（
巻
十
）
漢
紀
二
に
付
さ
れ
た
「
廣
武
」
に
関
す
る
勘
注
・
胡
注
も
『
史

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
7
）

記
』
注
の
域
を
出
て
い
な
い
。
さ
て
右
に
あ
げ
た
史
料
に
は
、
肝
腎
の
「
楚
漢
城
」

と
い
う
語
が
出
て
こ
な
い
。
で
は
彰
氏
が
右
の
よ
う
に
比
定
し
た
根
拠
は
奈
辺
に

あ
る
の
か
。
推
測
す
る
に
彰
氏
は
、
こ
の
「
楚
漢
城
」
を
楚
の
城
・
漢
の
城
と
解

釈
し
、
楚
（
繭
玉
）
と
漢
（
劉
邦
）
に
ま
つ
わ
る
滑
台
や
漠
水
の
近
く
の
黄
河
沿

い
の
土
地
の
記
述
と
し
て
、
『
元
和
郡
縣
圖
志
』
の
東
西
広
武
二
城
の
記
事
を
こ
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
8
）

に
あ
て
は
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
本
稿
の
は
じ
め
に
紹
介
し
た
、
高
直

が
滑
台
を
出
て
黄
河
を
榮
沢
県
あ
た
り
ま
で
遡
っ
て
き
た
と
い
う
彰
氏
・
劉
氏
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
9
）

説
は
、
ひ
と
え
に
右
の
比
定
に
よ
っ
て
い
る
。

 
た
だ
「
自
漠
渉
黄
河
途
中
作
」
と
い
う
詩
題
と
、
両
氏
の
説
は
少
し
齪
酷
を
来

す
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
現
在
論
者
は
「
楚
漢
城
」
と
い
う
語
、
あ
る
い
は
楚
城
・

漢
城
二
城
に
ま
つ
わ
る
他
の
適
切
な
記
述
を
史
料
に
見
い
だ
し
て
お
ら
ず
、
両
氏

の
説
を
訂
正
で
き
る
準
備
が
な
い
。
こ
こ
で
は
、
楚
漢
城
あ
る
い
は
楚
城
・
漢
城

に
関
わ
る
故
事
の
場
が
漠
水
か
ら
滑
台
ま
で
の
行
程
に
あ
る
な
ら
ば
、
両
氏
の
説

は
変
更
を
迫
ら
れ
る
と
い
う
可
能
性
の
み
を
示
し
、
ひ
と
ま
ず
両
氏
に
従
っ
て
お

く
こ
と
と
す
る
。

 
さ
て
五
・
六
句
目
、
山
雨
人
々
が
ど
の
有
力
者
に
つ
い
て
よ
い
の
か
決
め
か
ね

て
い
た
混
乱
し
た
時
世
、
七
句
目
、
犬
肉
屋
・
奨
檜
は
舞
陽
侯
と
な
り
（
『
史
記
』

巻
九
五
）
、
潅
陰
城
下
で
腹
を
す
か
せ
て
釣
り
を
す
る
姿
を
綿
を
さ
ら
す
ば
あ
さ
ん

に
哀
れ
に
思
わ
れ
飯
を
め
ぐ
ん
で
も
ら
っ
た
韓
信
が
斉
王
・
准
陰
侯
と
な
っ
た

（『

ｯ
』
巻
九
二
）
よ
う
に
、
身
分
の
低
い
者
も
立
身
出
世
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
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つ
た
こ
と
を
い
う
。
八
句
目
は
、
劉
邦
と
項
羽
に
代
表
さ
れ
る
、
そ
れ
ま
で
は
身

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
3
0
）

を
潜
め
て
い
た
「
龍
蛇
（
非
凡
の
者
）
」
が
天
下
を
争
っ
た
こ
と
を
い
お
う
。
続
く

四
句
、
当
時
の
争
い
で
は
多
く
の
人
が
琴
平
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
い
ま
の
御
代

は
平
和
で
あ
り
、
私
（
高
山
）
も
の
ん
び
り
で
き
る
と
い
う
、
玄
宗
皇
帝
へ
の
感

謝
を
述
べ
て
終
わ
る
。
た
だ
敢
え
て
立
読
み
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
手
放
し
の
感

謝
で
は
あ
る
ま
い
。
高
専
が
置
か
れ
て
い
る
失
意
の
状
況
を
鑑
み
た
場
合
、
こ
こ

に
は
、
身
分
の
低
い
者
や
身
を
潜
め
て
い
た
実
力
者
が
、
王
侯
と
な
り
ま
た
天
下

を
争
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
、
自
身
の
才
能
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

に
恵
ま
れ
た
時
代
へ
の
羨
望
も
読
み
取
れ
よ
う
。
確
か
に
、
九
・
十
句
目
、
其
十

二
の
「
力
孚
 
固
よ
り
侍
み
難
し
、
驕
戦
 
易
ぞ
能
く
久
し
か
ら
ん
。
」
と
同
様
、

力
頼
み
の
無
用
な
殺
鐵
は
否
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま

れ
な
い
現
在
の
状
況
を
嘆
く
と
い
う
複
雑
な
感
情
を
看
取
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
ち
な
み
に
安
禄
山
の
乱
勃
発
後
の
高
適
の
軍
事
的
な
知
略
や
功
績
そ
し
て

栄
達
は
、
は
か
ら
ず
も
こ
の
詩
で
羨
望
し
た
チ
ャ
ン
ス
を
自
ら
う
ま
く
つ
か
ん
だ

結
果
で
あ
る
。

 
其
十
三

1
集
中
河
丹
碧
、
2
相
撃
似
有
恥
。

5
一
景
品
貧
賎
、
6
九
十
年
掛
死
。

9
結
盧
黄
河
曲
、
1
0
垂
釣
長
丁
寧
。

13

且
v
強
飯
食
、
1
4
永
願
在
郷
里
。

（
1
幡
幡
た
る
河
濱
の
嬰
、

 
か
之
に
問
え
ば
、
4
答
言

 
6
九
十
年
未
だ
死
な
ず
。

 
 
か
ん

 
よ
漸
ず
 
城
市
に
遠
ざ
か
る
を
。

 
 
星
河
の
裏
。
1
1
漫
漫

 
 
 
 
 
 
つ
と

 
所
は
飯
食
に
強
む
る
な
り
、

 
知
ら
ず
、
1
6
其
の
心

2
相
遇
い
て
恥
有
る
が
聰
し
。

終
始
を
鋭
く
す
。

 
 
7
且
つ
喜
ぶ

 
雲
沙
を
望
み
、

 
 
1
4
永
く
願
う

只
だ
此
の
如
し
。
）

3
綴
榜
聯
問
之
、
4
答
言
蓋
終
始
。

7
二
重
封
児
孫
、
8
彌
漸
遠
城
市
。

11

泱
泱
]
雲
華
、
1
2
薫
條
聴
風
水
。

15
ﾝ
事
吾
不
知
、
1
6
其
・
1
0
只
如
此
。

 
 
 
 
 
 
ご
と
 
 
 
 
 
 
ふ
ね
 
 
 
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
榜
を
綴
め
て
聯

 
 
 
 
 
5
一
生
貧
賎
た
り
と
錐
も
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
よ

 
 
 
 
 
寺
運
に
封
ず
る
を
。
8
尊
い

9
盧
を
結
ぶ
 
黄
河
の
曲
、
1
0
釣
を
垂
る

 
 
 
1
2
薫
條
 
風
水
を
聴
く
。
1
3
思
う

 
 
 
 
郷
里
に
在
る
を
。
1
5
萬
事
 
吾

黄
河
の
ほ
と
り
に
暮
ら
す
「
幡
幡
（
髪
の
毛
が
白
い
）
」
の
老
人
と
遇
っ
て
の
作
。

二
句
目
の
「
有
髪
」
は
、
『
論
語
』
上
路
篇
の
「
子
洋
品
日
、
何
如
黒
戸
謂
之
士

 
。
子
日
、
行
己
有
恥
、
使
於
四
方
、
避
難
君
命
、
玉
響
士
 
。
」
（
『
集
解
』
「
孔

日
、
有
恥
者
、
有
所
不
図
。
」
）
を
典
故
と
し
、
ま
た
吉
川
幸
次
郎
『
論
語
（
中
）
』

（一

緕
ｵ
八
年
、
朝
日
新
聞
社
）
の
解
釈
に
は
「
自
分
の
行
動
に
対
し
て
、
そ
の
行
動
が
、

差
恥
を
生
む
も
の
で
あ
る
か
な
い
か
を
吟
味
し
、
聖
母
を
生
む
行
動
は
、
し
な
い
。

つ
ま
り
有
恥
と
は
無
恥
の
反
対
で
あ
る
。
…
…
そ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
、
「
士
」
と
評

価
し
て
よ
ろ
し
い
。
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
の
老
人
は
、
自
分
の
行
動
が
蓋
恥
を

生
ま
な
い
よ
う
に
律
し
、
隠
者
と
し
て
も
「
士
」
た
る
規
範
を
失
っ
て
い
な
い
人

物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
三
・
四
句
目
、
高
適
の
問
い
に
対
し
、
老
人
は
委
細

つ
つ
み
か
く
さ
ず
話
し
て
く
れ
た
。
以
下
は
そ
の
答
え
。
五
・
六
句
目
は
、
『
愚
子
』

天
端
篇
の
「
孔
子
遊
於
太
山
、
見
榮
啓
独
行
邸
乎
伊
野
、
鹿
裏
道
索
、
鼓
琴
而
歌
。

孔
子
七
日
、
先
生
所
以
樂
、
何
也
。
書
写
…
…
人
生
有
田
見
日
月
、
不
免
被
裸
者
、

吾
既
已
行
年
九
十
 
。
是
三
樂
。
貧
者
士
之
常
也
、
死
者
人
望
終
也
。
庭
常
得
終
、

當
何
憂
哉
。
」
に
拠
ろ
う
。
八
句
目
の
「
漸
」
は
、
ひ
と
ま
ず
「
か
ん
ず
」
と
訓

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
3
1
）

み
、
そ
の
意
味
は
あ
り
が
た
く
感
じ
る
と
解
し
た
い
。
子
や
孫
に
囲
ま
れ
、
釣
り

を
楽
し
み
、
雲
砂
を
眺
め
風
や
水
の
音
を
聞
き
、
食
事
に
の
み
心
が
け
、
生
ま
れ

故
郷
に
住
み
続
け
、
世
の
中
こ
と
に
全
く
関
心
を
持
た
な
い
。
俗
世
に
背
を
向
け

て
暮
ら
す
老
人
の
様
子
は
、
老
人
の
言
葉
の
み
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
そ
れ
に
対
す

る
高
適
の
評
価
は
見
ら
れ
な
い
。
季
重
で
「
野
人
」
を
描
い
た
の
と
同
様
、
突
き

は
な
し
た
よ
う
な
第
三
者
的
描
写
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
よ
う
。

 
な
お
こ
の
詩
の
配
列
に
つ
い
て
は
決
め
手
に
欠
け
る
。
敢
え
て
い
う
な
ら
ば
、

十
二
句
目
の
「
薫
條
聴
風
水
」
と
い
う
表
現
が
秋
や
冬
を
連
想
さ
せ
る
が
、
こ
れ

も
老
人
の
言
葉
の
中
の
表
現
で
あ
る
の
で
、
強
い
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

連
作
の
詩
題
と
、
前
掲
四
七
が
墨
水
か
ら
滑
台
間
の
作
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
と
を
考
え
合
わ
せ
、
こ
の
其
十
三
も
漠
水
か
ら
滑
台
の
行
程

で
の
作
品
と
、
ひ
と
ま
ず
し
て
お
き
た
い
。
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高適「自漠渉黄河途中作十三首」について一「漠上の高適」補稿一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
以
上
、
前
癌
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
「
自
漠
渉
黄
河
」
詩
の
紹
介
を
試
み
た
。

ま
た
あ
わ
せ
て
、
彰
氏
・
劉
氏
に
よ
る
十
三
首
の
配
列
も
再
検
討
し
て
み
た
が
、

論
者
の
試
案
で
は
、
厳
密
な
配
列
で
は
な
い
が
、
其
一
・
十
一
・
二
・
三
・
五
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
・
十
二
・
十
三
（
ひ
と
ま
ず
こ
こ
に
置
く
）
・
十
・
九
・
四
・
六
・
七
と
な
る
。

 
〔
注
〕

（
1
）
 
「
漠
上
の
高
適
（
上
）
」
「
同
（
下
）
」
（
『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
六
・

 
 
七
、
二
〇
〇
〇
年
・
二
〇
〇
一
年
）
。
以
下
、
前
稿
と
よ
ぶ
。

（
2
）
 
『
英
華
』
に
載
せ
る
の
は
、
順
に
其
九
・
八
・
十
三
・
十
一
・
四
。

（
3
）
 
高
適
集
の
版
本
に
つ
い
て
は
、
孫
氏
『
校
注
』
所
収
コ
局
主
集
版
本
考
」

 
 
参
照
。

（
4
）
 
な
お
以
下
、
作
品
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
高
年
詩
の
諸
注
釈
を
参
考
に

 
 
し
て
い
る
。
諸
注
釈
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
高
適
研
究
の
現
状
と
展
望
」
「
高

 
 
適
研
究
論
著
目
録
」
（
『
中
国
学
士
』
屯
号
・
大
有
号
、
一
九
八
八
年
・
九
九
年
）
を
参
照
さ

 
 
れ
た
い
。

（
5
）
 
こ
こ
で
は
、
例
え
ば
、
『
文
選
』
（
巻
十
一
）
の
王
粂
「
登
櫻
賦
」
の
「
平

 
 
原
三
二
極
目
分
、
蔽
荊
山
工
高
謬
。
」
を
直
接
う
け
、
王
賦
同
様
、
故
郷
を
「
極

 
 
目
」
し
て
い
た
の
だ
と
限
定
的
に
解
釈
す
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
た
方
が
よ

 
 
い
と
思
わ
れ
る
。

（
6
）
 
拙
稿
「
高
適
の
離
別
詩
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
学
志
』
蒙
号
、
一
九
八
九
年
）
・
「
高
適

 
 
の
不
遇
感
の
諸
相
」
（
『
山
口
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
、
一
九
九
三
年
）
参
照
。
な
お

 
 
高
書
が
懐
才
不
遇
の
自
己
を
お
お
と
り
に
形
象
す
る
例
と
し
て
は
、
ほ
か
に

 
 
「
別
董
大
二
首
」
其
二
「
六
翻
瓢
翻
私
自
憐
、
一
離
京
信
号
鯨
年
。
丈
夫
貧

 
 
賎
鷹
未
足
、
今
日
相
逢
無
酒
銭
。
」
（
八
○
頁
）
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
「
六
翻

 
 
（
お
お
と
り
）
」
が
「
瓢
翻
（
空
を
飛
ぶ
）
」
し
て
る
こ
と
に
注
意
し
て
よ
い

 
 
で
あ
ろ
う
。

（
7
）
 
『
唐
代
交
通
図
考
・
第
五
巻
・
河
東
河
北
区
』
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊

 
 
之
志
士
二
、
一
九
八
六
年
）
「
唐
車
無
暗
以
東
黄
河
津
渡
河
北
平
原
交
通
合
図
」

（
8
）
 
『
讃
史
方
輿
紀
要
』
（
巻
四
八
）
河
南
三
・
河
南
府
・
鳶
足
縣
・
回
洛
城
「
階

 
 
大
業
二
年
、
於
高
地
置
高
宜
倉
。
倉
城
周
 
十
里
、
穿
三
百
客
。
」

（
9
）
 
高
適
の
目
賭
し
た
李
密
の
伝
記
史
料
に
は
赦
倉
の
記
述
が
あ
っ
た
の
か
も

 
 
し
れ
な
い
。
な
お
敷
倉
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
（
巻
七
）
項
羽
本
紀
「
漢
軍
榮

 
 
陽
、
築
甫
道
囑
之
河
、
以
取
赦
倉
粟
。
」
『
集
解
』
「
贋
日
、
敷
、
地
名
、
在
榮

 
 
陽
西
北
山
、
臨
河
有
大
倉
。
」
『
正
義
』
「
括
高
志
云
、
赦
藍
碧
鄭
州
上
陽
縣
西

 
 
十
五
里
、
縣
門
之
東
北
臨
工
水
、
南
帯
三
皇
山
、
六
時
置
倉
気
嵩
山
、
名
敷

 
 
倉
云
。
」
と
あ
る
。
廻
千
倉
と
は
別
の
場
所
。

（
1
0
）
 
謳
其
養
殖
編
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
第
五
冊
「
階
・
唐
・
五
代
十
国
時
期
」

 
 
（
一
九
八
二
年
、
地
図
出
版
社
）
で
は
、
洛
口
と
洛
口
倉
と
は
ご
く
近
く
に
あ
る
が
別

 
 
の
場
所
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
1
1
）
 
『
階
書
』
（
巻
三
十
）
地
理
志
中
・
河
南
郡
・
輩
「
後
住
慶
、
開
皇
十
六
年

 
 
復
。
有
八
専
倉
。
…
…
」
『
新
言
書
』
（
巻
三
八
）
地
理
志
二
・
河
南
道
・
河

 
 
南
府
・
輩
「
畿
。
有
洛
口
倉
。
」
『
讃
史
方
輿
紀
要
』
（
巻
四
八
）
河
南
三
・
河

 
 
南
府
・
輩
縣
・
洛
口
重
城
「
弓
手
東
。
階
大
業
二
年
、
干
二
障
南
原
上
下
倉

 
 
城
。
周
 
二
十
鯨
里
、
穿
三
千
窓
、
審
容
八
千
石
。
亦
日
興
洛
倉
。
…
…
」

（
1
2
）
 
「
嘗
欲
欝
欝
榿
、
混
一
黄
牛
、
逆
鞘
蒲
鞭
、
傍
將
漢
書
一
路
掛
於
角
上
、
一

 
 
手
捉
牛
靭
、
一
手
翻
巻
書
讃
之
。
尚
書
令
越
國
公
楊
素
見
於
道
、
從
後
按
轡

 
 
囁
之
、
既
及
、
問
日
、
希
書
書
生
、
耽
學
若
此
。
密
識
越
公
、
乃
下
面
再
拝
、

 
 
自
言
姓
名
。
又
間
所
十
項
、
答
日
、
項
羽
子
。
越
公
子
之
、
套
語
大
悦
…
…
」

（
1
3
）
 
『
杜
牧
の
研
究
』
「
杜
牧
の
詠
史
詩
に
つ
い
て
」
（
一
九
八
五
年
、
彙
文
堂
書
店
）
。

（
1
4
）
 
「
無
前
後
」
は
、
高
適
の
「
送
渾
乱
軍
要
塞
」
（
二
〇
四
頁
）
に
も
「
黄
雲

 
 
白
田
無
前
後
、
朝
建
重
職
タ
ヨ
斗
。
」
と
見
え
る
。

（
1
5
）
 
『
水
経
注
』
（
巻
九
）
漢
水
「
漠
水
又
南
、
歴
栃
堰
、
蕾
漠
水
管
南
流
、
蓬

 
 
黎
陽
縣
界
南
入
河
。
地
理
志
日
、
漠
水
出
共
、
東
至
黎
陽
入
河
。
溝
池
七
日
、
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遮
害
亭
西
一
十
八
里
至
漠
水
口
是
也
。
漢
西
安
九
年
、
魏
武
王
子
水
口
、
下

 
 
大
栃
木
以
成
堰
、
遇
漠
水
東
入
白
溝
、
以
通
漕
運
。
故
時
人
二
四
庭
子
杭
頭
。
」

 
 
『
元
和
郡
縣
意
志
』
（
巻
十
六
）
河
北
道
一
・
豊
州
・
戯
唄
「
杭
頭
故
城
、
在

 
 
縣
東
一
里
。
建
安
九
年
、
魏
武
帝
玄
武
水
口
、
下
大
栃
木
爲
堰
、
遇
上
水
令

 
 
入
白
渠
、
以
開
漕
運
。
故
號
其
庭
爲
紡
頭
。
」

（
1
6
）
 
「
自
漠
渉
黄
河
」
詩
其
上
「
濁
行
金
未
憾
、
強
土
三
無
趣
」
。
「
如
上
酬
醇
三

 
 
組
題
寄
郭
少
府
」
（
七
一
頁
）
「
猫
行
備
難
瞼
、
所
見
窮
善
悪
」
は
第
一
次
葡

 
 
北
国
の
回
想
。
ま
た
下
戸
四
受
皿
、
東
平
へ
の
途
中
の
作
「
魯
郡
途
中
遇
徐

 
 
十
八
録
事
」
（
＝
二
七
頁
）
に
は
「
猫
行
量
吾
心
、
懐
古
激
中
腸
。
」
と
上
句

 
 
に
同
様
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
「
秦
中
送
六
九
薄
暑
」
（
二
一
二
頁
）
「
愁
森
不

 
 
可
向
、
長
路
或
難
前
。
呉
會
濁
行
客
、
山
陰
秋
夜
船
。
」
は
、
子
宝
十
一
載

 
 
秋
、
長
安
に
て
の
作
。
独
行
の
客
・
李
九
の
旅
立
ち
は
前
途
洋
々
た
る
も
の

 
 
で
は
な
い
。
な
お
作
品
系
年
は
孫
氏
『
校
注
』
所
収
「
高
適
年
譜
」
に
よ
る
。

（
1
7
）
 
注
（
6
）
拙
稿
「
高
適
の
不
遇
感
の
諸
相
」
参
照
。

（
1
8
）
 
五
二
句
の
出
典
は
、
『
二
子
』
楊
朱
黒
「
昔
人
有
美
戎
寂
・
甘
彙
・
董
芹
・

 
 
薄
子
（
あ
ま
り
人
が
食
べ
な
い
も
の
）
者
、
封
郷
豪
稻
之
。
郷
豪
取
而
嘗
之
、

 
 
蛮
勇
口
、
筏
印
腹
、
衆
晒
而
怨
之
、
其
人
大
悪
」
・
三
諦
「
與
山
巨
源
絶
交
書
」

 
 
（
『
文
選
』
巻
四
三
）
「
野
人
有
快
爽
背
理
美
芹
子
者
、
欲
献
之
至
尊
、
錐
有
匠

 
 
匠
之
意
、
亦
已
疏
 
。
」
な
お
前
稿
で
、
末
二
句
を
高
適
の
献
策
の
道
が
な
い

 
 
と
し
た
が
、
改
め
る
。

（
1
9
）
 
『
王
維
研
究
』
第
十
二
章
「
自
然
」
（
一
九
七
六
年
目
創
文
社
）

（
2
0
）
 
『
述
征
記
』
は
、
『
公
書
』
（
巻
三
三
）
経
籍
志
二
・
史
・
地
理
に
「
述
征
記

 
 
二
巻
（
宋
）
馬
飼
単
線
」
と
あ
る
。
供
書
。

（
2
1
）
 
本
文
は
、
三
氏
所
引
に
従
う
。
論
者
が
目
賭
し
た
文
海
出
版
社
影
印
本
（
一

 
 
九
八
○
年
）
は
「
野
葬
軽
羅
」
を
「
薬
研
領
冠
」
に
作
る
。
嶺
・
領
は
通
ず
る

 
 
が
、
冠
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
2
2
）
 
四
庫
全
書
本
の
十
二
首
の
配
列
は
、
本
稿
の
底
本
と
は
同
じ
で
は
な
い
が
、

 
 
其
九
以
下
其
十
二
ま
で
は
同
じ
い
。
そ
こ
ま
で
の
配
列
は
、
其
一
・
七
・
二
・

 
 
三
・
六
・
四
・
八
・
五
で
あ
る
。

（
2
3
）
 
あ
る
い
は
引
用
し
た
『
史
記
』
記
述
の
冒
頭
と
関
連
す
る
『
漢
書
』
（
巻
二

 
 
五
上
）
郊
祀
塁
上
「
（
文
帝
の
時
）
丞
相
張
蒼
好
律
暦
、
以
爲
漢
糸
車
徳
之

 
 
時
、
河
決
金
陛
、
其
符
也
。
」
も
響
い
て
い
よ
う
。

（
2
4
）
 
『
史
記
』
（
巻
六
五
）
呉
起
列
傳
「
差
文
侯
輝
石
、
起
事
面
子
経
籍
。
武
侯
浮

 
 
西
河
而
下
、
中
流
、
顧
而
謂
呉
起
日
、
美
哉
乎
山
河
之
固
、
此
魏
國
之
寳
也
。
」

（
2
5
）
 
『
通
勤
』
の
検
索
は
台
湾
・
陳
郁
夫
氏
の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
寒

 
 
泉
」
を
使
用
し
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
致
し
ま
す
。

（
2
6
）
 
唐
詩
ま
で
を
ざ
っ
と
見
渡
し
た
と
こ
ろ
類
似
の
描
写
と
し
て
は
、
高
適
「
酬

 
 
李
少
府
」
（
四
一
頁
）
「
來
雁
無
蓋
時
、
邊
風
正
騒
屑
。
」
・
李
益
「
春
夜
早
笛
」

 
 
（
『
全
唐
詩
』
巻
二
八
三
）
「
洞
庭
一
夜
無
窮
雁
、
不
待
天
明
孟
北
飛
。
」
・
馬
戴

 
 
「
濡
上
底
居
」
（
『
同
』
巻
五
五
五
）
「
濡
原
風
雨
定
、
晩
見
雁
行
頻
。
」
が
あ
っ

 
 
た
。

（
2
7
）
 
『
漢
書
』
顔
注
は
孟
康
注
を
引
き
、
『
通
年
』
胡
注
は
『
史
記
』
注
と
同
じ

 
 
い
。

（
2
8
）
 
『
讃
史
方
輿
紀
要
』
（
巻
四
七
）
鄭
州
・
樹
陰
縣
・
廣
武
山
に
「
今
東
廣
武

 
 
亦
日
楚
王
城
、
西
廣
武
亦
日
漢
王
城
。
」
と
あ
る
。
ま
た
『
古
今
圖
書
集
成
』

 
 
方
彙
編
山
川
典
（
巻
五
一
）
廣
武
山
部
に
も
二
城
を
楚
王
城
・
漢
王
城
と
す

 
 
る
記
述
が
あ
る
。

（
2
9
）
 
な
お
厳
密
に
言
え
ば
、
本
文
所
引
の
劉
宋
・
孟
羊
歯
や
唐
・
李
泰
等
『
括

 
 
地
理
』
で
は
、
榮
沢
で
は
な
く
榮
陽
（
豆
州
市
電
）
と
し
、
劉
氏
『
箋
註
』

 
 
も
榮
陽
の
広
武
城
ま
で
至
っ
た
と
す
る
。
彰
氏
の
榮
沢
と
ず
れ
に
つ
い
て
は

 
 
待
考
。

（
3
0
）
 
『
易
』
繋
僻
零
下
「
尺
蟻
之
屈
、
要
求
信
也
。
龍
蛇
之
蟄
、
以
赤
身
也
。
」
・

 
 
『
春
秋
左
氏
傳
』
嚢
公
二
十
一
年
「
深
山
大
澤
、
三
生
龍
蛇
」
杜
注
「
言
非
常

 
 
砂
地
、
多
生
非
常
下
物
。
」
ま
た
『
史
記
』
（
巻
八
）
高
祖
本
紀
「
（
高
祖
）
父
日
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高適「自漠渉黄河途中作十三首」について一「漠上の高適」補稿一

 
 
太
公
、
母
日
劉
媚
。
其
先
媚
嘗
息
大
澤
之
陵
、
夢
與
神
遇
。
是
時
雷
電
晦
冥
、

 
 
太
公
往
視
、
則
鮫
龍
於
其
上
。
已
而
有
身
、
遂
産
高
祖
。
高
祖
爲
人
、
隆
準

 
 
而
龍
顔
、
美
須
髭
、
左
股
有
七
十
二
黒
子
。
」
の
記
述
も
響
い
て
い
よ
う
。

（
3
1
）
 
張
相
『
詩
詞
曲
語
辞
匪
釈
』
（
一
九
七
九
年
・
中
華
書
局
版
に
よ
る
）
「
漸
憶
、
漸
、

 
 
憶
」
の
項
に
「
漸
憶
、
感
幸
之
辞
、
猶
云
多
謝
也
、
僥
倖
也
、
難
得
也
。
」
、

 
 
ま
た
江
藍
生
・
曹
広
順
『
唐
五
代
語
言
詞
典
』
（
一
九
九
七
年
、
上
海
教
育
出
版
社
）

 
 
「
漸
」
の
項
に
「
感
念
、
感
激
。
」
と
あ
る
。

（
3
2
）
 
高
文
・
王
劉
純
『
高
適
琴
参
選
集
』
（
一
九
八
八
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
は
、
十

 
 
三
首
を
一
・
二
二
二
・
十
二
・
八
・
五
・
七
・
十
・
九
・
十
一
・
四
・
六
・

 
 
十
三
と
並
べ
る
。
紙
幅
の
都
合
で
私
案
と
の
相
違
を
検
討
で
き
な
い
が
、
私

 
 
案
の
根
拠
は
論
中
で
述
べ
た
の
で
、
そ
れ
を
以
て
検
討
に
か
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
中
国
文
学
）
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